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【EMD.GR.JP掲載のニュース】 
（7 月 23 日～8 月 3 日分） 

 
Intertrust、Microsoftに対する訴
訟対象に eBook も含める 
 
 米 InterTrust Technologies は Microsoft

に対して起こしている特許侵害訴訟の対象に

Microsoft の eBook 製品、Microsoft Reader

とDigital Asset Serverを含めると発表した。 

 

 この特許侵害訴訟は 2001年 4月 26日、北

カリフォルニア州連邦地裁に Microsoft のマ

ルチメディア再生ソフト Windows Media 

Player に搭載されている著作権管理技術が

同社の特許を侵害しているとして提訴してい

たもの。 

 

 今回、この訴訟に同社が取得している米国

特許番号「5,920,861（861特許）」を含める。

861特許は 1999 年 7月 6日に同社が取得し

ており、デジタル・コンテンツを集めパッケ

ージ化し、管理するためのメタデータ、 デー

タ構造、規則の利用といった、デジタル情報

を管理するための基礎技術をカバーしてい

る。この 861 特許に基づき、訴訟対象に

Microsoft の eBook 製品も含める。 

 

 これにより、同訴訟で争点となる特許は 3

件、同社が出荷差し止めを求めている製品は

Windows Me、Windows XPを含む Windows 

Media関連製品、および Microsoft Reader、

Digital Asset Server となる。 

（7/23） 

 

Macrovision、音楽 CD にプロテ
クトをかける技術を開発 
 
 米Macrovisionは音楽CDにコピープロテ

クションをかける技術「SAFEAUDIO」を

TTR Technologies と共同で開発、既に対応す

る音楽 CD を生産できる状態にあると発表し

た。 

 

 SAFEAUDIOは100%ソフトウェアで構成

される技術で、音楽 CD としての互換性と再

生を損なうことなく、認証を得ていないコピ

ーやリッピングを防止することができる。 

 SAFEAUDIO は CD 製造工場のマスタリ

ング工程で適用される。そのため、 Toolex 

Data Handling、Eclipse Data Technologies、

DCA, Inc.、DaTARIUS Technologies と共に 

SAFEAUDIO を施した音楽 CD をマスタリ

ングし、テストするためのツールも開発した。 

 これらのツールにより、既に SAFEAUDIO

対応の音楽 CD を生産できる状態にあり、い

くつかの大手レーベルと評価とテストプログ

ラムを行っているとしている。 

（7/23） 

 
MP3.com、pressplay にバックエ
ンド技術を供給 
 
 米 MP3.com は 、 Sony Music 

Entertainment(SME) と Universal Music 

Group (UMG)の合弁企業で今夏の有料音楽

配 信 サ ー ビ ス 開 始 を 目 指 し て い る 米

pressplay に、バックエンド技術を供給する

と発表した。 また、MP3.com は、pressplay

が提供する有料会員制音楽配信サービスの参

加企業になる。 

 

 pressplay は同社の音楽配信サービスに、

MP3.com のコンテンツ配信技術や会員管理

技術を用いる。さらに pressplay は会員制サ

ービスを通じて、MP3.com の数百万人の会員

に対して複数のジャンルの人気アーティスト

を含む音楽カタログや番組を提供する予定。 

 

 なお、UMG の親会社である仏 Vivendi 

Universal は 2001年 5月に MP3.com を買収

することで合意している。pressplay と提携

を発表したポータルサービスは米 Yahoo!お

よび米 Microsoft の MSN Music に続いて 3

社目。 

（7/23） 
 

東芝、SD メモリコントローラ内
蔵マイコンを開発 
 
 東芝は、業界で初めて SD メモリカードコ

ントローラを内蔵した16ビットCISCマイコ

ン「TMP91CM26XB」を製品化したと発表し

た。 

 

 TMP91CM26XB は、SD メモリカードの書

き込み／読み込みを制御するコントローラを

内蔵したマイコンで、SD メモリカードと本

製品内蔵の機器との間で相互認証処理を行う

ことが可能。 また、USB インターフェース

を内蔵しているため、パソコンからのデータ

をそのまま SD メモリカードへ高速に書き込

むことができる。 

 

 東芝では SD オーディオプレーヤーをはじ

めとして、SD カード対応ボイスレコーダー、

リーダーライターなどへの利用を見込んでお

り、 従来別チップであったコントローラを内

蔵して 1チップ化したことで、部品点数の削

減や消費電力の低減を実現するとしている。  

なお、東芝では MP3/AAC デコード用 DSP

「TC94A02F」とのインタフェース仕様を合

わせて開発しており、同時に採用することが

可能としている。 

 

 サンプル出荷開始は 2001 年第 4 四半期予

定。サンプル価格は 2,000 円。量産開始は

2002年第 1四半期予定 

（7/23） 

 
米 Intertrust、次世代著作権管理
プラットフォームを発表 
 

米 Intertrust Technologies は、様々なデバ

イスに対してデジタルコンテンツの保護と管

理を実現する次世代著作権管理プラットフォ

ーム「Rights|System」を発表した。 

 

 Rights|System は、パッケージャー

（packager）、ライツサーバ（rights server）、

DRM クライアント（DRM clients）の 3つの

コンポーネントから構成される。 多くの顧客

を抱える小売りベースの会員制サービスで音

楽やビデオ、書籍といったデジタルコンテン

ツを配信しようとしているコンテンツサービ

スプロバイダー向けに最適化されており、効

率的な冗長性を持っている。 

 また、シングルサーバ構成で、PC だけで

なくセットトップボックス（ STB）、ビデオレ

コーダー、携帯端末、そしてゲーム機や携帯

プレーヤーのようなコンシューマー家電に至

る幅広いデバイスに対して 安全なデジタル

コンテンツ配信を行える仕組みを提供する。 

 

 Rights|System は 既 に Adobe 、

Blockbuster、Enron、Nokiaと 16の携帯プ

レーヤー製造メーカーが採用を決めていると

している。採用企業における Rights|System

のメリットは以下の通り。 

 ・様々な面で柔軟性があること：会員制か

ら超流通といった複数のビジネスモデルに対
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応でき、モジュール構成になっているため既

存のインフラとの統合が容易、さらにダウン

ロードやストリーミングなど複数の配信方法

に対応できる 

 ・コンテンツ非依存：音楽、ビデオ、書籍

といった様々なデータ形式に対して著作権保

護を施すことができる 

 ・マルチプラットフォーム：Intertrust 形

式で保護されたコンテンツは PC、携帯プレ

ーヤー、セットトップボックス（STB）、携帯

電話など複数のプラットフォームから利用が

可能 

 ・堅牢性：極めて冗長性があり強固なプロ

テクトを実現しており、Adobe や Nokiaなど

のパートナーにおいて確認済み 

 

 一方、Rights|System のエンドユーザーに

対するメリットは以下の通り。 

 ・意識させないプロセス：コンテンツを購

入するために別の DRM アプリケーションを

ダウンロードする必要をなくし、コンテンツ

を利用する権利の入手と更新はユーザーにそ

れを意識させず、 オンラインでの購入プロセ

スはリアルの小売り店で受け入れられている

プロセスを反映したものとなる 

 ・コンテンツの扱いやすさ：コンテンツは

複数の PC の間でやりとりすることができ、

携帯プレーヤーで利用することもできる 

・特典つきコンテンツ：DRM 対応のビジ

ネスモデルが実現されることで、DVD のボー

ナストラックのようなより質の高いコンテン

ツが提供されることを期待できる 

 

 Intertrust では、デジタルコンテンツ市場

はこの 4年間に劇的な変化と成熟を体験し、

Rights|System はそれらを踏まえた次世代

著作権管理プラットフォームとして位置づけ

られるものだとしている。 

（7/24） 
 
エコスとキールネットワークス、
コンテンツ配信ソリューションを
発表 
 
 株式会社エコスと株式会社キールネット

ワークスの 2社は、2000 年 7月より共同で開

発を進めてきたデジタル映像・音楽販売 e コ

マースサイト向けソリューション「 EMSS 

(Enhanced Media Service Solutions) 

Ver1.0」を 8月より販売すると発表した。 

 

 EMSS はデジタルコンテンツ作成・配信・

再生システムにマイクロソフトの「 Microsoft 

Windows Media Technologies 」  および

「Windows Media Rights Manager7」を採

用、課金システムはエコスが EMSS に向けて

新たに開発した。 

 対応する OS は Windows NT Server 4.0

（SP4）以降（Windows 2000 Server 又は

Windows 2000 Advanced Server を推奨）、デ

ータベースは Microsoft SQL Server 6.5 以降

（SQL Server 7.0 を推奨）となっている。 

 

 このソリューションを利用することでデジ

タルコンテンツのバリエーションやビジネス

モデルを限定することなく短期間でコンシュ

ーマ向け電子商取引（B2C）型のデジタルコ

ンテンツ販売サイトを構築することが可能と

している。 

 

 将来的には、Microsoft Windows Media 

Technologies 以外の多様なコンテンツ配信シ

ステムや IPv6 にも対応する予定で、ブロー

ドバンド時代のコンテンツ配信システムのス

タンダードを目指すとしている。 

（7/24） 

 
米 Liquid Audio、会員制音楽配信
サービス技術を発表 
 
 米 Liquid Audio は、ニューヨークで開催

されている Jupiter Plug-in にて新たな会員

制音楽配信サービス技術をプレビューしたと

発表した。 

 

 この新しい技術は既存の Liquid Audio の

インフラ上に構築され、レーベル会社やプレ

ーヤーメーカー、オンライン・リテイラーが

持っている既存の Web サイトに、 ユーザー

向けの会員制を前提とした支払いシステムを

簡単に提供することができる。 

 

 新しい技術の特徴は以下の通り。 

 ・配信方法をダウンロードかストリーミン

グか、両方を組み合わせたものかを自由に設

定することができる 

 ・ワンクリックで曲ごとのダウンロードも

アルバム単位でのダウンロードも可能 

 ・すべての楽曲ファイルが CD 並の高音質

を保証（一方、P2P のファイル共有では音質

は保証されない） 

 ・ユーザーは選択した楽曲を即座に携帯プ

レーヤーへの転送や CD 焼き付けを含む権利

にアップグレードすることが可能 

 ・ユーザーは現行の著作権を守りながら、

友人や家族とお気に入りの楽曲やプレイリス

トを共有することが可能 

 ・他の Liquid Audio 製品と同様、チャネル

パートナーは各々のブランド展開と販売を完

全に管理することができる。 

（7/24） 

 
TI、インターネット・オーディオ
向け DSP の累計出荷数 300 万個
に  
 
 テキサス・インスツルメンツ（TI）は、同

社のインターネット・オーディオ向け DSP

の出荷数が、2001 年 6 月時点で 300 万個を

超えたと発表した。 

 

 また、コンパック・コンピュータ、クラリ

オン、オリンパス、パイオニアおよび独ポン

ティス（ Pontis）が新たにTI の顧客になった。 

 このうち日本で販売されているものとして

は、オリンパスが新型 IC レコーダ兼 MP3 プ

レーヤー『Voice Trek DM -1』に TI の DSP

を採用、パイオニアが業界初のミュージック

サーバー機能搭載のカーナビ、 カロッツェリ

ア HDD「サイバーナビ」に TI のプログラマ

ブル DSP を採用した。 

 

 2001 年 6月時点で TI の DSPの採用を公

表している顧客および提携企業は、クラリオ

ン、コンパック・コンピュータ、デジセット

LLC、フラウンホーファー（ Fraunhofer）IIS、 

インタートラスト、LG エレクトロニクス、

リキッド・オーディオ、マイクロソフト、オ

リンパス、パイオニア、ポンティス、リアル

ネットワークス、リッチフィールド・イノベ

ーションズ Pte、三洋電機、ソニー、 および

トムソン・マルチメディア（RCA）社などと

なっている 

（7/25） 

 

Dataplay、電子メディア流通分野
で Reciprocal と提携 
 
 米 Dataplay は米 Reciprocal と、エンドユ

ーザーだけでなくメディア企業にとっても携

帯性、安全性、使いやすさを提供する電子メ

ディア流通分野で提携を結んだと発表した。 
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 Reciprocal はデジタルコンテンツの配信イ

ンフラの提供サービスを展開している企業。  

今回の提携により、Reciprocal はCoconuts、

Best Buy、 Circuit City、Target を含む小売

業者や流通業者などの広範囲なネットワーク

に対してデジタルコンテンツ配信サービスを

展開することになる。 

 また、この提携は記録済み Dataplay メデ

ィアのコンテンツを有効にすることで、ダウ

ンロードよりも早く簡単にデジタルコンテン

ツの購入ができるという Dataplay の新たな

事業展開を示している。 

 

 具体的には、記録済み Dataplay メディア

は流通業者や小売業者を経由してエンドユー

ザーの手に渡る。この時点でメディアに記録

されているコンテンツにはセキュリティがか

かっており利用できない。 これを有効にする

ための認証と課金処理をReciprocal が行うこ

とになる。 

 このビジネスモデルにより、500MB の容量

を持つ Dataplay メディアはアルバム 5 枚分

の音楽、数百枚の高解像度写真、何十ものゲ

ームを収録した  パッケージながら約$10 で

小売店に並ぶとしている。 

 既 に Universal Music Group 、 EMI 

Recorded Music、BMG Entertainment、

Rosetta Books が記録済み Dataplay メディ

アのリリースを計画しており、 東芝、サムス

ン、オリンパス、Creative Labs、SonicBlue

といった電子機器メーカーが Dataplay 対応

製品をリリースする予定となっている。 

 

 Dataplay では今回の提携を小売業者のネ

ットワークとコンテンツホルダーと電子機器

メーカーを結びつける同社の戦略を完成させ

る最後の一片だとしている。 

（7/25） 

 
Intertrust、Microsoftに対する訴
訟対象をさらに拡大 
 
 米 InterTrust Technologies は Microsoft

に対して起こしている特許侵害訴訟の対象に

製品使用を許可するライセンス管理に関する

特許を加えると発表した。 

 

 この特許侵害訴訟は 2001年 4月 26日、北

カリフォルニア州連邦地裁に Microsoft のマ

ルチメディア再生ソフト Windows Media 

Player に搭載されている著作権管理技術が

同社の特許を侵害しているとして提訴してい

たもの。 

 

 今 回 、 追 加 す る の は 米 国 特 許 番 号

「5,940,504（504特許）」。Intertrust が 1999

年に Infologic Software から買収したもの。 

製品使用を許可するライセンシング・システ

ムと手法に関するもので，Microsoft が Ofiice 

XP から採用した Activation 機能がこの特許

に抵触するとしている。  Micr osoft では

Activation機能を発売予定のWindows XPと

Visio2002 で も 採 用 す る と し て お り 、

Intertrust はこれらの製品の販売差し止めと

損害賠償を求めている。 

 

 これにより、同訴訟で争点となる特許は 4

件、Intertrust が訴訟の対象にしている製品

は上記に加え、Windows Me、Windows XP

を含む Windows Media 関連製品、および

Microsoft Reader、Digital Asset Server とな

る。 

（7/26） 
 
NTT 東西、B フレッツに併せて
HomePNA 製品発表 
 
 NTT 東日本と NTT 西日本（NTT 東西）は、

新築の集合住宅だけでなく既設物件に対して

もブロードバンド対応のインターネット接続

環境を容易に構築できる HomePNA 製品

「PN-10」を 2001 年 7月 30日から販売開始

すると発表した。 

 

 従来製品のデータ転送速度は 1Mbps が主

流だったが、新たに HomePNA2.0 に対応し、

通信速度最大 10Mbps を実現している。 

 

 製品構成は以下の通り。 

 ・ PN-10PKG （ 19,800 円）：集合型

HomePNA 装 置 。 デ ー タ 回 線 信 号 を

HomePNA信号に変換し電話回線に流す役割

を持つ。 

 ・ PN-10BOX （ 99,800 円）：集合型

HomePNA 装置のシャーシ。PN-10PKG を

24枚収容可能。集合住宅の主配線側に設置す

る。 

 ・PN-10E（29,800円）：単体型 HomePNA

装置。集合住宅の各戸に配置する。Ethernet

ポートタイプ。TELポートもあり。 

 ・PN-10U（19,800 円）：単体型HomePNA

装置。集合住宅の各戸に配置する。USB タイ

プ。TELポートもあり。 

 ・PN-10フィルタ（1,900円）：電話回線か

ら HomePNA 信号を取り除くフィルタ。電話

機のみを接続する際に用いる。この製品のみ

2001年 8月 6日発売 

 

 この製品群によって、2001 年 8月 1日から

開始される光ファイバを利用した定額ネット

接続サービス「B フレッツ マンションタイ

プ」に対応していくとしている。 

（7/27） 

 
米 Paradyne、ReachDSL モデム
の JATE 認証を取得 
 
 Paradyne は、従来の ADSL 規格よりも遠

距離まで一定の帯域を確保できる ReachDSL

技術を採用した DSL モデム「HotWire 6350 

ReachDSL」が JATE の認証を取得したと発

表した。 

 

 ReachDSL 技術は、利用周波数帯を

160kHz と低く設定することで ADSL よりも

減衰率を抑えることができ、信号の到達距離

を伸ばすことができる。また、距離やノイズ

の影響を受けにくく、下り速度 640～

960kbps で安定した通信を可能にすることも

特徴。 

 

 Paradyneでは全世界で既に10万ポート以

上の ReachDSL ソリューションを出荷して

おり、今回 JATE の認証を受けたことで日本

国内での展開を開始する。 既に販売代理店で

ある SONET経由で JANIS ネットワーク（長

野県協同電算）に導入されている。JANIS ネ

ットワークでは NTT の交換局から 3km 以上

離れた顧客でも良好なネットワーク環境が実

現されているとしている。 

（7/27） 

 

J-COM、ネット接続サービス前年
比 537%増の 23万世帯に 
 
 株式会社ジュピターテレコム（ J-COM）は、

同社が運営するケーブルテレビ局（ J-COM 局

19社）の高速インターネット接続サービス加

入世帯数が、2001 年 6 月末現在で前年比

537%増の 23 万 100 世帯に達したと発表し

た。 

 

 また、ケーブルテレビ、電話、高速インタ
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ーネット接続サービスのうち、少なくとも 1

つのサービスに加入している総加入世帯数は

初めて 100万世帯を突破し、107 万 6400世

帯となった。 さらに 2001 年第 2 四半期（4

月～6 月）の純増数は、ケーブルテレビ加入

世帯が 92,200 世帯、電話が 22,400世帯、イ

ンターネットが 46,700 世帯と順調に加入世

帯数を伸ばしている。 

（7/28） 

 

オムロン、コンテンツ配信サービ
スでぴあと提携 
自動改札機を利用し 9月からパイ
ロット運用 
 
 オムロン株式会社は、自動改札機を利用し

たコンテンツ配信サービス「goopas／グーパ

ス」のパイロット運用をぴあ株式会社と提携

し、 2001 年 9 月 29 日から東京急行電鉄株

式会社の協力のもと、東横線にて開始すると

発表した。 

 

 goopas は定期券で自動改札機を通過した

直後に、行き先周辺の情報を携帯電話にメー

ル配信するサービス。 通勤、通学の行き帰り

を想定し、朝（2 回）夕（2 回）計 4 回、ユ

ーザー個人向けにカスタマイズされた情報が

日替わりで提供される。 

 

 今回のパイロット運用は、東横線の渋谷か

ら桜木町までの中目黒を除く 22 駅において

実施、会員数は 1万人に限定される。 オムロ

ンがシステムの構築・運用を、ぴあがコンテ

ンツの作成・編集を担当し、20社の参加企業

がコンテンツ提供を予定している。 また、地

域拠点を活かした広告コンテンツの開発に取

り組んでいる東急エージェンシーも協力企業

として参加する。 

 

 このサービスにより、会員は場所（駅）・時

間・趣味・嗜好に合致したコンテンツを受け

取ることができ、コンテンツ提供者は高いリ

ーチ率と精読率が期待でき、 鉄道事業者は運

賃以外の新たな収入源の確保、旅客サービス

の向上、沿線の活性化といったメリットが期

待できるとしている。 

（7/28） 

 
 
 
 

米 Liquid Audio、Liquid Player6
をリリース 
 
 米 Liquid Audio は、同社のデジタルオーデ

ィオプレーヤーの新バージョン「Liquid 

Player6」の Windows 版をリリースした。 

 

 再生可能なフォーマットは AAC をベース

にした Liquid フォーマット、WMA、MP3、

WAVE、AC3、ATRAC3。 ストリーミング、

ダウンロードに対応し、CD リッピング、

CD-R への焼き込み機能もある。対応 OS は

Windows95、Windows98、WindowsME、

WindowsNT、Windows2000。 

 マルチ言語対応になっており、英語、フラ

ンス語、イタリア語、ドイツ語、スペイン語、

日本語にワンボタンで切り替えることができ

る。 

 また、ブラウザ機能も追加され、楽曲の購

入サイトに簡単に接続することができる。セ

キュアな楽曲の購入に関してはダウンロード

マネージャーが統合されており、 複数楽曲を

ダウンロードする際に一時休止し、休止箇所

から再開することが可能になっている。 

 

 また、無償ダウンロード版では CD リッピ

ングはビットレート 78Kbps まで、CD への

焼き込みは 4倍速までという制限が付いてい

る。 フル機能版へのアップグレード料金は

$19.95。 

（7/30） 

 
米 ContentGuard、「電子チケッ
ト」特許を取得 
 
 米 ContentGuard は、デジタルコンテンツ

の配信方式として「電子チケット」方式の特

許を取得したと発表した。 

 

 電子チケットは、PC もしくはクレジット

カードのようなプラスチック板に埋め込まれ

る、利用者がある特定のコンテンツにアクセ

スする権利を持っていることを有効とするコ

ード。 例えば利用者は PC もしくは他のデバ

イスに保存された電子チケットを使うこと

で、映像を見たり、書籍を印刷したり、楽曲

を再生することができるようになる。 電子チ

ケットは電子的にパンチ（穴）を空けること

で、権利が使われたことを表す。 

 

 今回、ContentGuard が取得したのは米国

特許番号 6,236,971。ContentGuard 社は，

2000 年 4 月に米 Xerox からスピンオフして

設立された企業。 同特許も Xerox のパロア

ルト研究所から特許ポートフォリオとして移

管されたもの。なお、ContentGuard には米

Microsoft が共同出資している。 

（7/30） 

 

BMG、音楽CD の著作権保護技術
の検証を開始 
 
 BMG Entertainment は、音楽 CD の著作

権保護技術について米 SunnComm と提携、

同社の著作権保護技術「MediaCloQ」の検証

を行うと発表した。 

 

 MediaCloQは音楽CDの違法コピーを防ぐ

技術。BMG Entertainment では、MediaCloQ

がユーザーの使い勝手を損なわないかどうか

の検証を行うとしている。 

（7/31） 

 

ソニックブルー、Rio 600 64MB
の発売日を 8 月中旬に延期 
 
 ソニックブルーは、7 月に予定していたデ

ジタル・オーディオ・プレーヤー「Rio 600 

64MB」の発売を、2001 年 8月中旬に延期す

ると発表した。 

 

 今回の発売延期の理由として同社では、「同

製品の構成部品の一部に納期遅延が発生した

ため」としている 

（7/31） 

 
マイクロソフト、WindowsXP 日
本語版の発売日を 11月 16日と発
表  
 
 マイクロソフトは、次期 Windows デスク

トップオペレーティング システム（OS ）で

ある「Microsoft Windows XP」日本語版を

2001 年 11 月 16 日（金）に発売すると発表

した。 

 

 製品は家庭向けの「Windows XP Home 

Edition 」 と ビ ジ ネ ス ユ ー ザ ー 向 け の

「Windows XP Professional」の 2つが用意

される。いずれも WindowsNTの流れを汲む

製品となり、動作の安定性が図られている。 
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 パッケージ構成や価格は明らかにされてい

ない。 

 

 また、発売に向けて Windows Preview 

Program（WPP）を 2001年 8月 10日より

開始する。WPP では、早期評価を目的とし

て企業ユーザーのみを対象に約 5 万枚の

Window XP プレリリース版（RC 版）が配布

される。 なお、個人向けの WPP は行われな

い。 

（7/31） 

 
Yahoo!BB、無料試験サービス期間
を延長 
 
 ヤフーとビー・ビー・テクノロジーは、両

社が提供するブロードバンド総合サービス

「Yahoo! BB」の無料試験接続サービスの期

間を、1ヶ月をめどに延長すると発表した。 

 

 Yahoo!BB は最大 8Mbps の ADSL による

高速インターネット接続サービス。2001年 8

月 1日から有料による本格サービス開始を予

定していた。 

 今回の有料サービス開始の延期理由として

同社では、「諸事務手続きの遅れから工事など

に影響が出ており、実用レベルでの ADSL サ

ービスの品質・運用保守などの技術的特性の

徹底検証にさらなる時間を要すると判断し

た」としている。 

 ただ一方では、「東京都内での実験では、

ISDN との干渉の問題や距離の問題はほとん

ど発生せず、高速にサービス提供可能なこと

が確認されている」ともしている。 

 

 なお、ブロードバンド専用ポータルサイト

は、当初の予定通り 8月 1日にオープンする  

（7/31） 

 
DDI ポケット、AirH"の定額制料
金を値下げ 
 
 ＤＤＩポケットは、データ通信サービス

「AirH"（エアーエッジ）」の定額制料金プラ

ン「つなぎ放題コース」の月額基本使用料を

5,800 円とし、全国一斉で 2001年 8月 29日

に開始すると発表した。 

 

 今回の発表は 5月に発表していた定額制料

金プランのスタートを正式にアナウンスし、

価格の見直しを行ったもの。当初の発表では

月額基本使用料は 7,000 円としていた。 今回

の見直しにより、年間契約割引を適用するこ

とで月額 4,930円から無線での定額制データ

通信サービスを利用することができる。 

 

 なお、AirH"のつなぎ放題コースで利用で

きるのは 32Kbps のパケット通信のみ。 

 また、同時に「PRIN」「DION」を始めと

する対応予定プロバイダーも発表した。 

（8/1） 

 

ソニックブルー、オンラインショ
ッピングサイトを 8 月 20 日にオ
ープン 
 
 ソニックブルーは、同社の製品がオンライ

ン上で購入できるオンラインショッピングサ

イト「SONICblue eStore（ソニックブルー・

イーストア）」を 2001 年 8 月 20日にオープ

ンすると発表した。 

 

 SONICblue eStore は、現在発売中の製品

のほか、「 Rio 800 Extreme with 384MB」な

ど日本未発売の Rio ファミリー製品および製

品アクセサリー、Ｔシャツ等オリジナルグッ

ズなども販売する予定。 

 また、オープン記念として、8月 20日から

9 月 3 日まで送料無料キャンペーンを実施す

る。 

 なお、日本未発売製品は全て英語版である

ものの、製品サポートはソニックブルーで行

うとしている。 

（8/1） 

 

音楽配信 3 社、プレーヤーソフト
を統一 
 
 ドゥーブ・ドットコム、ミュージック・シ

ーオー・ジェーピー、レーベルゲートの 3社

は、2001年 8月 1日正午より、各社の音楽配

信サービスで使用可能な専用ソフトウェア

「Madison Player1.0（マジソン・プレイヤ

ー）」の無償配布を開始した。 

 

 3 社は、IBM 社が開発した EMMS（The 

Electronic Media Management System）に

よる音楽配信プラットフォームを提供してい

るが、ソフトウェアは各社が個別に作成・配

布していた。 今回、ユーザーの利便性向上を

図るため、各社共通のソフトウェアとして

Madison Player1.0 をリリースしたもの。3

社では今後のバージョンアップについても協

調体制を維持する方針としている。 

 

 ただし、ドゥーブ・ドットコムで配布され

る Madison Player1.0 for du-ubはいずれの

サービスでも利用できるが、ミュージック・

シーオー・ジェーピー、レーベルゲートで配

布されるMadison PlayerはAACに対応して

いないため、 別途 AAC 再生用プラグインが

必要となる。 

 

 なお、3 社より配布されていた「 du-ub 

Player」、「MCJ Player」、「LabelGate Player 

2.0」は、従来通り使用することができる。 

（8/2） 

 

ARM、SD カードベースの IP ソ
リューションを提供 
 
 英 ARM は、SD カードをベースにしたシ

ステム・オン・チップ（SoC）の開発向け IP

ソリューション「ARM SD Card PrimeCell」

を発表した。 ARM ではこの製品を今後展開

するセキュア・オーディオ機器向けソリュー

ション分野の最初の製品と位置づけている。 

 

 ARM は既に汎用ソフト IP「PrimeCell」

を提供しており、半導体メーカーは ARM が

開発した AMBA インターフェース準拠の

SoC の迅速な開発と設計の再利用を図ること

ができる。 

 

 ARM SD Card PrimeCell は、SD カードベ

ースの製品を開発するためのソリューション

で、そのためのホストインターフェースの仮

想コンポーネントやセキュア・ソフトウェ

ア・スタックが含まれている。 ARM からラ

イセンスを受けている半導体メーカーは、

AMBA インターフェース準拠の SoC を採用

することでインテグレーションに関わる問題

を削減することができ、 セキュア・オーディ

オ製品を速やかに OEM に提供できるとして

いる。 

 

 ARM では今回の発表の中で、3C Entity 

LLC（松下、東芝、SanDisk が設立した SD

カード技術のライセンス供与企業）と

Host/Ancillary Product License Agreement 

(HALA)を、 4C Entity LLC（松下、東芝、

Intel、IBM が設立した SD カードで使われて

いるセキュリティ技術のライセンス供与企
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業）と 4C Content Protection for Recordable 

Media/Content Protection for Pre-recorded 

Media (CPRM/CPPM) Licence Agreement

を締結したことも明らかにした。 

（8/2） 

 

ソニーとサムスン、メモリーステ
ィック事業で協力することで合意 
 
 サムスン電子（サムスン）とソニーは、デ

ジタルオーディオやデジタルビデオカメラ、

DVD、携帯電話、PC、携帯情報端末、テレ

ビなどにサムスンがメモリースティックを採

用する上で、 両社が協力していくことを基本

合意した、と発表した。 

 

 具体的には、サムスンは 2001 年後半にノ

ート PC とデスクトップ PC 用メモリーステ

ィックアダプターを発売、2002年以降はサム

スン製 PC にメモリースティックスロットが

搭載される。 

 

 また、両社はメモリースティックを積極的

に推進していくための共同プロモーションも

検討しているとしている。 

（8/2） 

 

米 IBM、デジタルコンテンツ配信
の EC ソリューションを発表 
 
 米 IBM は、メディア企業向けにデジタル

コンテンツ配信の EC ソリューション

「WebSphere Commerce Suite for Digital 

Media」を発表した。 

 

 WebSphere Commerce Suite for Digital 

Mediaは、IBM の EC サイト構築ソフトウエ

ア「WebSphere Commerce Suite」をベース

に、「 IBM Content Manager 」、「 IBM 

Electronic Media Management System

（EMMS）」を追加、さらにサイト構築支援

のコンサルティング・サービスを組み合わせ

たもの。 新たに"lightbox"と呼ばれる機能が

搭載された。画像ファイルに複数の顧客が同

時にアクセスでき、コンテンツの購入に関す

るチーム・コラボレーション機能を提供する。 

 

 基本システムはデジタルコンテンツ資産の

社内もしくは顧客に対しての配信を計画して

いる企業向けに基本的なソースの認証と保護

を提供する。 出版社やレーベルなど、より強

固な著作権保護を必要とする企業向けには

EMMS も含めた拡張システムとして提供さ

れる。 

 

 IBM では、この製品を使うことによりデジ

タルコンテンツ配信のオンライン上のプロセ

スを単純化でき、また業務を能率化できると

している。 なお、価格は契約ごとに決められ

る。 

（8/2） 

 

米 SONICblue、ReplayTVの買収
を完了 
 
 米 SONICblue は、家庭向けデジタルビデ

オ技術とサービスの開発会社 ReplayTV の買

収を完了したと発表した。 

 

 ReplayTV は 1997年 9月に設立され、PVR

（Personal Video Recorder）と呼ばれる

HDD を媒体としてネット経由で提供される

番組表に従って TV 番組を録画する機器をリ

リースしたメーカー。 当初は機器の販売と番

組表の配信サービスの両方を手がけていた

が、機器の販売からは撤退し、サービスにつ

いてもCATV 会社や衛星放送事業者に対して

ライセンスするビジネスへと転換している。 

 

 買収は等価交換の形で行われ、SONICblue

株 1,550万株にオプションとワラントを加え

て ReplayTV の全ての株式を取得した。これ

により、ReplayTV は SONICblue の 100%子

会社となる。 

 

 SONICblue では、今回の買収により家庭向

けデジタル TV／ビデオのキーとなるソフト

ウェアとハードウェアデザイン技術を知的資

産に加えることになり、 急成長しているデジ

タルホームエンターテイメント市場において

存在感を増すことになるとしている。 

（8/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【EMD.GR.JPオリジナル企画】 
企業インタビュー第 4回 
「オムロン株式会社」 
 
 EMD.GR.JP の企業インタビュー企画の第

4 回は、先頃音声対話による検索技術を発表

したオムロン株式会社。  

 同社 IT 研究所音声対話研究室主査、中嶋宏

氏にお話を伺った。   

   

－まず、今回開発された音声対話による検索

システムの概要からご説明いただけますか  

   

中嶋氏： はい、弊社はこれまでも音声対話に

ついては取り組んできました。 事業開発本部

ＣＭＡプロジェクトでは既に音声認識技術を

用いた電話音声自動応答の事業を行っており

ます。 たとえば、野村證券さまの株価照会サ

ービス、全日本空輸さまの予約・照会システ

ムなどで実際に稼動しております。 

 今回の発表は、ＩＴ研究所からもので、現

在は技術開発が一段落したという状態です。

開発したのは大規模データベースから、音声

対話を活用し、情報を引き出すというもので

す。 その技術検証用に楽曲 50万件、書籍 10

万件とこれまでにない大規模なデータベース

を採用しました。  

   

－基本的なことですが、音声認識と音声対話

の違いについて教えていただけますか  

   

中嶋氏： 音声認識は音声対話の一機能です。

パソコンソフトなどで音声認識というジャン

ルがありますが、音声で PC に命令したり、

文章に変換したりといったものですね。 

 一方、音声対話は「音声認識」「対話制御」

「音声合成」の 3つの機能から構成されます。

音声での問い合わせに対して音声で答える、

これが音声対話です。  

    

－なるほど。今回の検索システムの開発意図

はどこから出てきたものですか  

   

中嶋氏： まず IT の大きな流れとして情報の

活用が大きな価値を産むということが挙げら

れます。電話回線やインターネットによって、

どのように情報をやりとりするかが価値を持

つということです。 その中でキーワードにな

るのが携帯電話に代表される「Mobility」

「Instant」「Ease Of Use」です。その上で

音声対話の利点というものを考えてみまし
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 まずひとつが、メニューの階層間を一気に

移動できるということです。現在、ｉモード

のメニューやキオスク端末の画面は表示され

た単語やアイコンを選択しながら次々とたど

っていく階層構造になっています。 この方式

はすぐ出てくればいいのですが、階層が深く

なっていくと目的の情報まで辿り着くのが大

変です。もしかすると辿り着くまでに挫折し

てしまうかもしれない。 ところが音声の場合

ですと、こういう階層構造を採る必要はあり

ません。メインメニューから誰々の CD が欲

しいと発声していただき、それを認識できれ

ば辿り着くことができます。 また、検索が終

わった後に全く異なる情報、例えば CD 情報

から旅行情報、が欲しいと思っても一気に移

動することが可能になります。 

もうひとつ、目的とする情報に辿り着くやり

方には Yahoo!や Google に代表される検索エ

ンジンのような検索条件をそのままキー入力

するという方式があります。 この方式はキー

入力が非常に面倒です。特に携帯電話の場合

はキーが押しにくいですから、音声で入力す

ることで大変便利になります。  

  

－今回、楽曲と書籍のデータベースを選ばれ

た理由というのはあるのでしょうか  

   

中嶋氏： はい、これは我々自身がこういうサ

ービスを展開したいというよりも、そういう

サービスを実現するためにどういう技術的課

題があるのか確認することが目的としてあり

まして、楽曲や書籍のデータにこだわってい

るわけではありません。 ただ、楽曲や書籍の

ように誰にでも分かりやすく、また大規模な

データベースというのはあまりないんです

ね。それが選んだ理由です。  

   

－技術課題を確認するためにこだわった部分

はどのようなところですか？  

   

中嶋氏： まず、1点は素早くターゲットにア

クセスできるかという部分です。これは検索

システム全体の構成に関わります。 

 2 点目は一部分の発話でも検索を可能とす

ることです。楽曲や書籍を検索するときはタ

イトルの長さが問題になります。 長いタイト

ルは正確に覚えてないこともありますし、仮

に覚えていてもそれを間違えずに機械に発話

するのは大変です。 そのため、一部分でも話

せば認識できるようなことを目標にしまし

た。 

 3 点目は親切なガイダンスとスキップ機能

です。画面に表示されるメニューの場合です

と再読性と言って利用者に考え確認する時間

が与えられます。 一方、音声対話の場合はリ

アルタイムに進んでいきますので、ガイダン

スというものが重要になります。どのように

発話を促すかというノウハウですね。 最初に

「○○をおっしゃってください」というよう

なガイダンスを流しますが、それでもお分か

りにならない場合は「△△のように」といっ

た感じで誘導してあげることで、初めての人

でもエラーが少なく辿り着けます。 逆に慣れ

た方にはそういうメッセージを無視してどん

どん入力することもできるようにしていま

す。分かり切った同じメッセージを最後まで

聞いているのもかったるいですし、相手は機

械ですから発言を遮っても怒りません。 そう

した習熟度に併せた使いやすさを意識してい

ます。 

 それでは実際に聞いていただきましょう

か。  

 

－お願いします。  

   

（以下、中嶋氏と検索システムとの対話を収

録する。検索システムの発話では、合成音を

斜体にしている）  

 

検索システム： チャオット音楽情報検索サー

ビスです。こちらのサービスではお探しの

CD を見つけることができます。 それでは検

索を始めます。ジャンル検索、タイアップ検

索どちらがよろしいですか？  

  

中嶋氏： ジャンル  

  

検索システム：  了解しました。では、ジャン

ルは邦楽、洋楽、クラシックの 

 

中嶋氏： 邦楽  

  

検索システム： では、アーティスト名をどう

ぞ  

  

中嶋氏： 美空ひばり  

 

検索システム： はい、ミソラヒバリでいいで

すか？  

 

中嶋氏： はい  

  

検索システム： それでは、続いて CD に入っ

ている曲名をどうぞ  

  

中嶋氏： 川の流れ  

 

検索システム： はい、カワノナガレでいいで

すか？  

  

中嶋氏： はい  

  

検索システム：  では、検索を始めます、しば

らくお待ち下さい。（BGM が 3秒ほど流れる） 

お待たせしました。お探しの CD 候補は 5マ

イです。新しいものから順番にタイトルをお

知らせします。それでは 

イチマイメ、ミソラヒバリゼンキョクシュウ

ニセンカワノナガレノヨウニニセン 

ニマイメ、ミソラヒバリトリビュート 

サ・・・  

  

中嶋氏： 次  

  

検索システム： ヨンマイメ、ミソラヒバリト

リビュートオリジナルセレク・・・  

  

中嶋氏： 最初に戻る  

  

検索システム： イチマイメ、ミソラヒバリゼ

ンキョクシュウニセンカワノナガレノヨウニ

ニセン 

ニマイメ、ミソラヒバリトリビュート 

サンマイメ・・・  

  

中嶋氏： もう一度  

 

検索システム： サンマイメ、ショウワノリュ

ウコウカゾクヘン 

ヨンマイメ、ミソラヒバリトリビュートオリ

ジナルセレクション 

ゴマイメ、・・・  

  

中嶋氏： タイアップ検索  

  

検索システム： はい、タイアップケンサクで

いいですか？  

  

中嶋氏： はい  

  

検索システム：  了解しました。では、タイア

ップはテレビ番組、コマーシャル、ラジオあ

るいは映画のどれにしましょうか  

  

中嶋氏： コマーシャル  
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音声 大規模DB大規模DB
構成：

 
                       （システム構成図） 

 

  

検索システム： はい、それではコマーシャル

の企業名か商品名をどうぞ  

  

中嶋氏： ジャンジア  

 

検索システム： ごめんなさい、もう一度コマ

ーシャルの企業名か商品名をお願いします  

  

中嶋氏： ジョージア  

  

検索システム：  では、検索を始めます、しば

らくお待ち下さい。（BGM が 3秒ほど流れる） 

お待たせしました。お探しの CD 候補は 2マ

イです。新しいものから順番にアーティスト

名、曲名をお知らせします。それでは 

イチマイメ、ジュニアバン、ジョージアオン

マイマインド 

ニマイメ、デビットザボーン、サバンナ 

以上です。 他に CD を検索されますか  

  

中嶋氏： ジャンル検索  

  

検索システム： はい、ジャンルケンサクでい

いですか？  

  

中嶋氏： はい  

  

検索システム：  了解しました。では、ジャン

ルは邦楽、洋楽、クラシックの  

  

中嶋氏： 邦楽  

  

検索システム： では、アーティスト名をどう

ぞ  

  

中嶋氏： オールスターズ  

検索システム： はい、オールスターズでいい

ですか？  

  

中嶋氏： はい  

  

検索システム： それでは、続いて CD に入っ

ている曲名をどうぞ  

  

中嶋氏： ・・・  

 

検索システム： ごめんなさい、もう一度曲名

をお願いします  

  

中嶋氏： ・・・  

  

検索システム： またまたごめんなさい、感度

を上げますね 

恐れ入りますが、もう一度曲名を「いとしの

エリー」のようにおっしゃってください  

  

中嶋氏： いとしのエリー  

  

検索システム： はい、イトシノエリーでいい

ですか？  

  

中嶋氏： はい  

  

検索システム：  では、検索を始めます、しば

らくお待ち下さい。（BGM が 3秒ほど流れる） 

お待たせしました。お探しの CD 候補は 4マ

イです  

  

（ここで促され、取材者も体験。ほぼ同じよ

うなやりとりを確認する）  

   

－これは公開しているものなんですか？  

   

中嶋氏： いえ、いまはまだ公開していないん

ですけど  

  

－いや、出来が良いのでびっくりしました  

   

中嶋氏： ありがとうございます。  

  

－具体的なシステム構成について説明をお願

いできますか  

   

中嶋氏：  システム構成ですが、まず音声を

受けて認識する音声認識機能があります。そ

の認識した結果を使ってデータベースとのや

り取りを行うのが対話制御という部分です。  

この対話制御は先程の実演でもありましたよ

うに新たな条件を尋ねるメッセージを流すこ

とも行います。検索結果の絞り込みが十分で

ない場合は音声合成機能に指示を出して「再

度言ってください」という発話を行います。 

 実はこの辺まではこれまでのシステムとほ

ぼ同じです。今回のシステムで新しいのは、

このデータベースとの橋渡しの部分になりま

す。 

 橋渡しの部分ですが、データの絞り込みに

ついては発話 INDEX というものが作成され

ており、該当が何件あるかがすぐに分かりま

す。何百件という結果を電話口で聞くのも苦

痛ですから、現在は十件まで絞り込んでから

結果を流すようにしています。 そこまで絞り

込まれてから、楽曲の場合でしたら新しいも

の順に紹介しています。書籍も同じですね。 

 データベースの中は最初から区切られてい

ません。例えば「川の流れのように」のよう

なタイトルは全部登録してしまうと検索する

側はタイトルを全部言わなくてはいけませ

ん。 また区切って登録するには、どこで区切

るか意味を考えないといけません。 

 そこで言語処理の技術を使って適当なとこ

ろで自動的に切ってやって、切った結果をこ

の認識文法というところに与えてやります。

こうすることによって一部分でも認識できる

ようになるわけです。 

 極端な例ですが、書籍ですと「夢分析にお

ける臨床的介入技法に関する研究」というタ

イトルがあります。これをキーワードに分割

すると「夢分析」「臨床的」「介入技法」「臨床

的介入技法」「介入技法に関する研究」など複

数出てくるわけですが、こうしたキーワード

を自動的に生成するのが今回のシステムの特

徴です。  

  

－ユーザーがキーワードにするであろうとい

うところを自動的にインデックスとして生成

するわけですね  

   

中嶋氏：  そうです。ですから、書籍の場合
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ですと 10 万件のデータに対して認識するキ

ーワードは 40万語に増えています。  

  

－平均すると 4つですか  

   

中嶋氏：  もちろん、長いものも短いものも

ありますが、平均 4つと言うことになります。 

このキーワードが大規模であることも今回の

システムの特徴です。楽曲の場合はアーティ

スト名も含めて 50 万件のデータに対してキ

ーワードは 70万語になっています。  

  

－データベースの表記には漢字やかななどあ

ると思うのですが、音声を扱う場合はどのよ

うな形でデータを持たせているのでしょう  

   

中嶋氏：  これは大変重要なことです。今回

は読み仮名が振ってあるデータベースがベー

スとしてありました。 正確には読み仮名では

なくフリガナになりますので、そのまま使う

と「なになには」という助詞は「ワ」ではな

く「は」という音になってしまうわけですね。 

あとアルファベットや数字は読み方がまちま

ちですので、すべてを読み仮名としては使え

ません。 助詞については簡単なルールで一括

して変換してしまいますが、アルファベット

などは 100%変換されているわけではありま

せん。  

  

－その変換されたものはカナで表記されてい

るのでしょうか  

   

中嶋氏：  まずひらがな情報を使って、それ

を元に音素表記といういわばローマ字表記の

ようなものを使っています。  

 

－音声認識の世界ではポピュラーなものなの

ですか？  

   

中嶋氏：  はい、そうです。それを使って音

声合成も行っています。漢字でも組み合わせ

によって発音が変わってきますから、漢字と

読みのデータを両方与えて正しく発音させる

ような工夫をしています。 

 また、音声合成に関しては音素表記だけで

すとどうしても平板な発話になってしまいま

す。これは通常の人の発話にはイントネーシ

ョンやアクセントというものがあるからで

す。 そうした情報を含んでいるデータベース

はまだ世の中にありませんので、その部分は

まだ不十分と言えます。  

  

－音声合成の世界には疎いのですが、そうし

た音声を構成する情報の標準化といった作業

は進んでいないのですか？  

   

中嶋氏：  まだ標準化はされていません。

VoiceXML というものが昨年 W3C で策定さ

れました。 これは音声認識と対話制御と音声

合成の部分を規定していることになっている

のですが、イントネーションなどの記述につ

いてはまだ策定途中です。 

 また、向こうで標準化されたとしても日本

語と英語ではまったく違います。日本語には

分かち書きができない、つまり英語では単語

ごとにスペースを空けますが、日本語はそう

ではありません。 これは音声の分野では致命

的なことなのですが、こうした面について国

内でも VoiceXML部会が立ち上がっておりま

すので、徐々にではありますが進んでいくも

のと考えています。  

  

－具体的なサーバ構成について教えていただ

けますか？  

   

中嶋氏：  全部で 3台の PC サーバになりま

す。いずれも OS は Windows NT4.0 Server

で動作しています。 

 1台は DB サーバになりまして、Oracle が

動作しています。実装上は発話 INDEX も同

じ DB の中に入っています。INDEX もかな

りの大規模になりますのでレスポンスの面か

ら Oracle の中に入れています。 

 もう 1台は音声認識のサーバ、音声認識エ

ンジンについては当社で実用化、販売してい

る Nuance7 を利用しています。 

 最後の１台は IVR と呼ばれるもので、電話

を受けて対話を制御し、音声を合成して電話

口に返す役目をしているものです。INS1500

のボードを差してあり、23回線まで応対でき

ます。  音声合成の部分は沖電気さんの

「SMARTTALK」です。  

  

－Windows 以外の OS や Oracle 以外の DB

への対応は可能ですか？  

   

中嶋氏：  分散システムの構成をとっており

ますので、各サーバごとに OS への対応は異

なってきます。Oracle は、UNIX 系の OS で

も動作しますよね。認識サーバである

Nuance は、AIX と Solaris への対応は実績が

あります。データベース部分ですが、Oracle

以外の DB へのポーティングも可能です。物

理設計やチューニングは最適化しています

が、論理設計は依存していませんので対応は

可能です。  

  

－このサービスをインターネットで展開する

ことは可能なんですか  

   

中嶋氏：  インターネットに音声を乗せると

いう意味でしたら可能性はあります。 今は実

験の段階なので分からないのですが、パソコ

ンにマイクを付けて、インターネット経由で

音声を送り、サーバでそれを認識する、と。 そ

の結果を今回のサービスは音声で返している

わけですが、インターネットの仕組みであれ

ば画面表示として結果を返すことも出来ます  

  

－課題になりそうなことはありますか？  

   

中嶋氏：  音声の品質は気になりますね。イ

ンターネット上では、音声のようにリアルタ

イム性を追求するとパケットロスが問題とな

ってきますので、今のような認識は難しくな

ります。 

 今回は PHS を使っていますが、携帯電話

との間では若干の差が出てくる場合がありま

す。もちろん、電波の状態には大きく依存す

るわけですが。 実際にデータを取って認識性

能の向上のためのチューニングを行っており

ますので、認識率という数字で見ると数年前

に比べるとかなり良くはなってきました。 次

世代携帯電話ではさらに期待できるのではな

いでしょうか  

 

－音声品質といえば音声認識ではチュートリ

アルという作業で声を覚えさせる必要がある

と考えていました。 

先程、わたしは初めてだったわけですがまっ

たく違和感がありませんでした。人による認

識率の違いというのもあるのでしょうか  

   

中嶋氏：  あります。 

 今回、利用しています認識エンジンは不特

定話者対応と読んでいるタイプのものです。  

このタイプは、多くの人の声を集めて、認識

に用いるための音響モデルといわれるものを

構成します。しかし、そのモデルからずれる

ような声質、たとえば、小さなお子さんのデ

ータの収集はあまりしていないと思われま

す。すると、認識率は、そのような方に対し

ては落ちてしまうことになります。そのよう
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に、さまざまな方を平均して、90数パーセン

トになります。  

  

－その違いはエンジンに依るのですか？  

   

中嶋氏：  もちろん、PC 用のソフトのよう

な違いもありますし、電話用に作られている

という意味での違いもあります。 

 また、語彙のバリエーションも関連します。

例えば我々では日本人の姓名にも取り組んで

います。語彙数は 1万 2千とか 7千程度なの

ですが、姓名は似たものが多いため場合によ

っては 60～70%にしかならないこともあり

ます。 同様に地名などは 80 数%になります

し、認識対象によっても違ってきます。  

  

－その意味でもガイダンスは必要なのですね  

   

中嶋氏：  そうです。ガイダンスには 2つの

意味で大事です。 

 1 つには間違えずに言ってもらうこと。楽

曲のタイトルを言ってもらいたいときにアー

ティスト名を言ってしまうような、そうした

エラーを未然に防ぐ役割があります。 

 もう 1つは起きてしまったエラーに対する

フォローです。先ほどの実演の中でもありま

したが、間違えたときには再度聞き直すこと

も必要です。 

 その意味で我々では単なる認識率ではなく

タスク達成率というものを重視しています。

実は利用者にとってはこのタスク達成率の方

が大事でして、利用者が辿り着きたい情報に

どれだけ辿り着けるかという数字です。 対話

の中でエラーを防いだりエラーをリカバリし

ていくことで 80数パーセントの認識率を 90

数パーセントの達成率にあげることが可能に

なります。  

  

－そうした実際のサービスに主眼を置かれた

開発というのは素晴らしいですね  

   

中嶋氏：  ありがとうございます。実際、認

識率だけではもう商売にならない部分もあり

まして、最終的なサービスの精度を上げてい

く技術、と言いますかノウハウを持っている

ことが今後は有利な側面があります。 そうし

た流れは既にアメリカでもあります。弊社は

数年前より、そのような技術の草分け的存在

である、スタンフォード大学などと共同研究

を実施してきました。 

 また、音声はパーソナリティが伝わるメデ

ィアですから、提供するサービスの質によっ

て声やしゃべり方、言葉遣いなども変えてい

った方がいいのではないかと考えています。  

今回のシステムでも楽曲は聴いてもらったよ

うに女性の声で DJ のように案内しているの

ですが、書籍の方は男性の声で説明員といっ

た雰囲気の堅めの印象を与えるようにしてい

ます  

  

－実際の事業化の予定などはあるのでしょう

か。  

   

中嶋氏：  今のところ決まっているものはあ

りません。今回のシステムも、利用者は CD

のアルバムを知りたいだろうと。 であればア

ーティストと曲を入れるとアルバムを返して

くる、そうしたサービスがあれば CD の販売

に結びつくのではないかという発想から作っ

たものです。 また、別の観点では、CM にか

かっている曲、テレビ、映画でかかっている

曲から曲名とアーティスト名を引っ張ってく

るというニーズもあるでしょうから、そのよ

うなタイアップ検索というものを実現してみ

ました。 実際の事業になれば事業者の方の意

向と目的に応じて一緒に作っていく形になる

でしょう。  

  

－音楽配信サービスに関して言えばまだ発展

途上ですし、今後 PC を使わないサービスを

考えると欲しい楽曲をスムーズに取り出せる

仕組みが必要になると考えています。 特に今

回の音声認識による検索サービスはキーボー

ドの代わりになるという印象を受けました。  

   

中嶋氏：  ありがとうございます。ただ、我々

も音声による検索だけですべてをカバーでき

るものでもないと考えています。 

 例えば、すごくうるさい場所での使用を考

えた場合や、認識は当然ですが、100%はあり

得ません。 そうしたエラーの要因としてはい

くつか考えられるのですが、どうしても認識

しづらい声の方もいらっしゃいます。年齢が

高いほど、逆に低いほど認識しづらいという

のもあります。 

 ですから音声によって早く辿り着ける道筋

とボタンによって確実にたどれる道筋のうま

い統合というか融合があればいいのかな、と

考えています。  

  

－機会があれば私共のサイトでも何か一緒に

お手伝いしたいですね。本日はお忙しいとこ

ろありがとうございました。  

   

（インタビューの中でも述べているが、かな

り完成度の高いシステムという印象を受け

た。実際のサービスと利用者のタスク達成率

という考え方は Web サイトのデザインなど

でも参考になる部分が多いのではないだろう

か。 

 また、今後のプレーヤーの姿を考えたとき、

いつまでも PC の周辺機器でいることはでき

ない。現在のオーディオ機器と同じレベルの

使い勝手を求めるならば、キーボードは障害

でしかない。 

 音声認識により欲しい曲を検索し、マウス

並みの操作で選択し購入すると言った音楽配

信サービスとプレーヤーの組み合わせは決し

て近未来のイメージだけではない。そうした

サービスに興味のある事業者の方はご連絡さ

れてはいかがだろうか） 
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